

























ついて紹介しました。例えば、鉄道の自動改札(スイカ ・パスモ等)用の ICカー ドにも応用され、既に実用
化されています。また、近い未来には電気自動車のコー ドレス充電にも使われようとしています。さらには、
宇宙空間に数キロメートル四方の巨大な太陽電池を打ち上げ、 ここから電力を地球に向かつて送るという、
宇宙太陽発電衛星計画についても紹介しました。
宇宙空間の静止軌道上では夜がありませんから、24時間安定的に電気を発電することができ、これを無線
電力伝送技術で地上に送電することで、新たなエネルギー源とすることができます。これは、C02を排出し
ない環境に優しい電力であり、将来的には 1GW(=100万キロワット;原子力発電所 l基分)の電力をまかな
うことを目標としています。このための基礎的な研究開発の現状や、実証試験衛星などの計画を概観いたし
ました。
このように、今後、無線電力伝送技術は今後、生活に根ざした技術として活躍することになると考えられ
る。私どもとしては、このための研究開発を今後とも続けていきたいと考えています。
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